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カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
東
西
に
ト
ン
プ
ソ
ン
川
が
流
れ
る
人
口
約
　
ノ

七
万
八
千
人
の
美
し
い
都
市
で
す
。
一
九
九
〇
年
七
月
一
日
に
字
．

治
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
今
年
で
早
く
も
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
八
日
ま
で
…

宇
治
市
か
ら
公
式
訪
問
団
か
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
の

様
子
を
、
市
民
訪
問
団
の
島
本
傭
氏
と
行
政
訪
問
団
の
佐
野
純
二

七
月
一
日
は

『
カ
ナ
ダ
建
国
記

∵
　
氏
に
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
切
で
心
の
こ
も
っ
た
接
待

霊
廟
本
　
借

四
月
の
市
政
だ
よ
り
を
見
て
、

訪
問
団
の
募
集
を
知
っ
た
。
年
齢

と
体
力
で
同
行
者
に
迷
惑
を
掛
け

な
い
か
気
に
な
っ
た
が
、
早
速
申

し
込
み
を
し
た
。

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
八
日
の

九
日
間
。
行
政
、
市
長
始
め
五
名
。

市
民
三
十
名
と

添
乗
員
一
名
。

計
三
十
六
名

（
内
和
太
鼓
サ
ー

ク
ル
　
『
蛍
』
五

名
）
賑
や
か
な

グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
た
。定
刻
前
に
ロ

ビ
1
に
集
合
し

た
ら
、
驚
い
た

こ
と
に
、
前
市

長
池
本
さ
ん
を
始
め
、
副
議
長
・

助
役
・
関
係
者
の
皆
々
さ
ん
の
お

集
ま
り
を
受
け
て
、
十
周
年
記
念

の
重
み
と
市
民
訪
問
団
と
し
て
の

役
目
を
意
識
し
て
、
観
光
旅
行
気

分
の
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

市
・
親
善
協
会
の
行
き
届
い
た

配
慮
と
計
画
の
お
陰
で
、
皆
々
様

の
盛
大
な
お
見
送
り
を
受
け
て
、

心
の
は
ず
む
旅
立
ち
で
あ
っ
た
。

機
内
で
の
朝
食
後
、
入
国
手
続

き
荷
物
の
受
け
取
り
等
総
て
完
了
。

名
実
共
に
、
外
国
人
と
な
っ
た
。

地
図
で
見
て
も
広
大
な
国
と
は

知
っ
て
い
た
が
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

と
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
は
約
五
時
間
以

上
の
バ
ス
ツ
ア
ー
だ
と
言
う
。
雄

大
な
山
々
、
広
大
な
緑
の
大
地
・

川
。
二
本
に
別
れ
た
上
下
の
国
道
、

昼
間
か
ら
点
灯
し
て
走
る
自
動
車

の
列
、
車
以
外
で
人
の
姿
は
見
な

い
。
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
を
感
じ
た
。

念
日
』
　
で
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
ト

ン
プ
ソ
ン
川
の
分
岐
点
に
程
近
い

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
〓
帝
で
行
わ

れ
る
。
一
旦
休
憩
所
に
と
準
備
さ

れ
た
ハ
ウ
ス
で
、
打
ち
合
わ
せ
や

通
訳
の
紹
介
を
受
け
、
新
し
く
命

名
さ
れ
た
『
宇
治
ウ
ェ
イ
』
や
『
宇

治
ガ
ー
デ
ン
』
　
で
の
ロ
ー
ゼ
ン
バ

ー
ガ
ー
市
長
と
宇
治
市
長
の
紹
介

と
挨
拶
が
あ
り
、
ガ
ー
デ
ン
で
の

プ
ラ
ク
の
除
幕
や
植
樹
が
あ
っ
た
。

公
園
に
は
鳥
居
や
太
鼓
橋
に
枯
山

水
を
配
し
、
友
好
都
市
と
し
て
の

『
カ
ナ
ダ
に
宇
治
あ
り
』
　
の
サ
ー

ビ
ス
配
慮
と
意
気
込
み
が
見
え
た
。

正
装
し
た
バ
グ
パ
イ
プ
や
ミ
ス

カ
ム
ル
ー
プ
ス
・
プ
リ
ン
セ
ス
等

の
先
導
で
、
建
国
祭
式
場
へ
行
進
。

正
面
席
に
両
市
長
・
議
長
を
壇
上

に
、
団
員
は
ス
テ
ー
ジ
前
に
着
席
。

カ
ナ
ダ
国
歌
斉
唱
の
後
、
来
賓
紹

介
と
挨
拶
が
あ
り
、
蛍
グ
ル
ー
プ

の
演
奏
も
含
め
て
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
一
日
続
け
ら
れ
た
。

中
で
も
子
供
達
の
民
族
衣
裳
を

着
た
多
国
籍
言
語
に
よ
る
挨
拶
、

カ
ナ
ダ
人
と
し
て
の
誇
り
の
エ
ッ

セ
イ
が
読
ま
れ
る
等
、
原
住
民
や

外
国
か
ら
の
新
住
民
の
受
け
入
れ

な
ど
行
政
の
苦
心
を
垣
間
見
る
恩

い
も
し
た
。
し
か
し
、
の
ん
び
り

と
老
人
を
含
め
た
家
族
が
、
和
や

か
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
園
ん
で
、
会

場
に
沢
山
現
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。

ま
た
、
風
船
売
り
や
フ
ェ
イ
ス
・

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
少
年
団
体
が

寄
付
を
集
め
る
な
ど
微
笑
ま
し
い

患
い
が
し
た
。
周
辺
の
テ
ン
ト
は
、

各
国
出
身
住
民
の
お
国
料
理
が
出

て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上

げ
て
い
た
。

そ
の
夜
の
公
式
晩
餐
会
。
翌
日

の
ダ
グ
ラ
ス
レ
イ
ク
で
の
見
学
旅

行
。
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
公
式
行

事
を
通
じ
て
、
日
系
人
会
の
人
々

に
献
身
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

－－・－・・・　0　　　　　－　　　　　0　　　　　－　　　　　0　　1－－－－　　0　　　　－　・・－

広
い
大
き
な
国
、
人
口
密
度
の

低
い
穏
や
か
な
市
、
自
然
溢
れ
る

都
市
に
圧
倒
さ
れ
た
日
々
で
あ
っ

た
。
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
接
待
の

四
日
間
は
、
後
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

氷
原
や
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ

の
景
観
や
自
然
に
も
匹
敵
す
る
親

切
で
心
の
こ
も
っ
た
待
遇
で
あ
っ
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た
。
市
や
親
善
協
会
の
今
日
ま
で

の
宇
治
に
来
訪
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
の

方
々
へ
の
心
尽
し
に
対
す
る
お
返

し
を
、
訪
問
団
が
頂
い
た
と
感
謝

し
て
い
る
。

行
政
サ
イ
ド
の
交
流
を
市
民
間

の
相
互
交
流
に
実
ら
せ
て
い
く
手

立
て
を
生
み
出
す
大
切
さ
を
痛
感

し
た
、
素
晴
ら
し
い
旅
で
あ
っ
た
。

十
年
間
墾
度
仇
の
成
果

一
輝
野
　
純
二

【
六
月
三
十
日
　
（
金
）
】

飛
行
機
と
バ
ス
で
十
数
時
間
の

旅
の
後
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
ホ

テ
ル
に
到
着
。
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
ガ

ー
市
長
さ
ん
達
約
三
十
人
の
出
迎

え
を
受
け
、
歓
迎
会
に
出
席
。

【
七
月
一
日
　
（
土
）
】

十
年
前
、
宇
治
市
と
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
の
友
好
都
市
盟
約
締
結
の

調
印
会
場
と
な
っ
た
宇
治
ガ
ー
デ

ン
で
の
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

出
席
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
建
国
祭
の

式
典
に
も
出
席
し
た
。
催
し
の
中

で
、
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
　
「
蛍
」
が

見
事
な
演
奏
を
披
露
し
大
勢
の
参

加
者
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
。

そ
の
後
、
商
工
会
議
所
を
訪
問
。

夜
は
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
主
催
の

公
式
晩
餐
会
に
出
席
し
た
。

【
七
月
二
日
　
（
日
）
】

朝
、
全
員
に
カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ

ト
と
バ
ン
ダ
ナ
が
贈
ら
れ
、
さ
な

が
ら
カ
ウ
ボ
ー
イ
の
出
で
立
ち
で
、

ダ
グ
ラ
ス
レ
イ
ク
牧
場
を
視
察
。

夜
は
、
日
系
入
会
主
催
の
晩
餐

会
に
招
か
れ
、
日
系
人
会
の
皆
さ

ん
手
、
づ
く
り
の
日
本
料
理
を
い
た

だ
き
一
同
感
激
。

【
七
月
三
日
　
（
月
）
】

午
前
中
、
地
場
産
業
の
朝
鮮
人

参
工
場
な
ど
を
視
察
。

午
後
、
市
民
訪
問
団
等
と
別
れ
、

市
民
訪
問
団
五
人
は
、
市
内
の
見

学
の
後
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
職

員
宅
に
招
か
れ
歓
談
。
夜
は
、
市

議
会
議
員
さ
ん
宅
で
行
わ
れ
た
ホ

ー
ム
パ
ー
テ
ィ
に
招
か
れ
、
素
晴

ら
し
い
交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
七
月
四
日
　
（
火
）
】

午
前
中
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
役

所
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
ダ
ー
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
視
察
。
午
後
は
、
空
路
バ
ン

ク
ー
バ
ー
に
。
到
着
後
は
、
ス
タ

ン
レ
ー
公
園
な
ど
を
視
察
。

【
七
月
五
日
　
（
水
）
】

朝
食
後
バ
ン
ク
ー
バ
ー
空
港
に

向
か
い
帰
国
の
途
に
つ
く
。

【
七
月
六
日
　
（
木
）
】

関
西
空
港
到
着
後
、
市
の
バ
ス

で
無
事
市
役
所
に
帰
る
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

現
地
で
の
様
々
な
交
流
の
中
で
、

私
達
を
本
当
に
信
頼
で
き
る
友
人

と
し
て
迎
え
よ
う
と
し
て
下
さ
る

カ
ム
ル
ー
ブ
ス
の
人
達
の
思
い
と

と
も
に
、
今
後
更
に
両
市
の
友
好

関
係
を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
大

き
な
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
十

年
間
に
様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
た

関
係
者
の
皆
さ
ん
方
の
地
道
な
交

流
の
成
果
が
着
実
に
現
れ
て
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

マ
ー
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
助
役
退
任

長
年
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
助
役

を
務
め
て
こ
ら
れ
た
ジ
ョ
ー
・
マ

ー
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
氏
が
九
月
二
十
二

目
付
で
助
役
を
退
任
さ
れ
ま
す
。

マ
ー
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
助
役
は
、
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
と
宇
治
市
と
の
友

好
都
市
盟
約
締
結
と
そ
の
後
の
友

好
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
功
績
は
宇
治
市
民
の

間
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
助
役

を
退
任
後
は
同
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
州
都
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
市
助
役
と
し
て
ご
栄
転
さ

れ
ま
す
。
長
い
間
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シャルトルって町、知ってまつか？
パリの南西100キロの所にある、風光明
媚な都市やねん。そこから、宇治市と交
流したいという話が舞い込んで、7月11
日に“使節”が来はりましたんや。
シャルトル市は、奈良県の桜井市と姉
妹都市の盟約を結んではるのやけど、もつ
と多くの日本の都市と仲良くなりたいと

いうんで、ピエール・イウノウィッチ氏と郁子さんといわはる音楽家夫妻
が、その町の姉妹都市協会の日本部会長にならはったんを機会に来日して、
どこぞ仲良うしてくれる町はあらへんがと探したところ、緑あって話が持
ち込まれたのが、宇治やったんや。何はともあれ、世界の人たちと仲良く
するのは、ええこっちや。そこで、最初に話を持ちかけられた宇治文化芸
術懇話会に宇治市音楽連盟、そして国際親善協会が協力して、お迎えの準
備をしました。
スケジュールは、三部構成で、市への公式表敬訪問、市内見学、そして
市民らとの交流コンサートと交歓会。お膳立ては懇話会がして、表敬訪問
と市内見学は親善協会、音楽会は音楽連盟が担当して、宇治のＰＲをする
とともに、交流を活発にしましょうと、意志を通じ合いましたんや。
詳しいことは書くスペースあらへんけど、こうした話が持ち上がったら、
積極的にお付き合いが出来るようにして、世界中にもつともつとぎようさ
ん友達の出来るようにしたいな一一と思いました。それが、世界平和につ
ながるし、我々の生活かて豊かになるというもんや。国際交流や親善は、
市民が主役や。今度の歓迎交流にも、もつと大勢
の市民が参加できる時間と場所があったらよかっ
たのに、と思います。しかし、これから患長くお
付き合いができますよう、皆さんのご協力、よろ
しゅうお頬申します。
ついでながら、シャルトル市の人口は約四万人。
ユール・工・ロウール県の県庁所在地。十三世紀
の大聖堂とステンドグラスは、同時代の傑作とし
て世界的に有名。（塚本　樹）
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お
問
合
せ
は
、
当
協
会
事
務
局
（
竺
三
一

◎
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
講
座
◎

当
協
会
が
目
指
す
市
民
の
草
の

根
交
流
の
核
と
な
る
人
を
養
成
し
、

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

逝
ハ
護
　
平
成
十
二
年
九
月
三
十

日
（
土
）

野
蒜
溌
　
宇
治
公
民
館

◎
語
学
講
座
◎

中
国
語
　
（
定
員
十
五
名
）
、
英

語
（
定
員
二
十
五
名
）
　
の
二
コ
ー

ス
を
実
施
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
初

級
講
座
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

儲
　
羨
　
平
成
十
二
年
十
一
月
～

平
成
十
三
年
三
月
　
合
計
十
六
回

実
施
予
定

遊
芸
葦
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

協
会
会
員
…
八
千
円

一
般
…
一
万
円

※
詳
細
は
市
政
だ
よ
り
（
十
月
十

一
日
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ぬ
演

～
ア
ッ
プ
ウ
ィ
ズ
ピ
ー
プ
ル
～

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州

に
本
部
を
お
く
国
際
教
育
団
体

「
ア
ッ
プ
ウ
ィ
ズ
ピ
ー
プ
ル
」
　
か

ら
派
遣
さ
れ
る
欧
米
及
び
ア
ジ
ア

の
青
年
が
、
宇
治
市
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
公
演
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
青
年
は
京
都
府
に
八
日
間
滞
在

し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
・
施

設
訪
問
等
の
地
域
活
動
、
そ
し
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
通
し
て
府

民
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

近
　
藤
　
平
成
十
二
年
十
一
月
十

九
日
　
（
日
）
十
八
時
半
～

儀
こ
題
　
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

患和服朋距庸糠的齢患
タト国の人を家に招

いて、生活を共にす

る…、国際交流はそ

んなところから始ま

るものです。皆さん

もホストファミリー

になりませんか？きつ

とすばらしい思い出

になると思います。

◎宇治市内留学生市内探訪ツアー

宇治市在住のタト国人留学生を対象に、宇治市散

策とホームステイを実施します。

匪庭園10家庭（原則として2名ずつ）

［亘＝画10月28日（土）～29日（日）

10月13日　先着順

◎アップウイズピープルふれあいツアー2000

アメリカ合衆国の教育団体「アップウイズピー

プル」が派遣する22カ国133名からなる青年を京

都府において受け入れ、その間の滞在先となるホ

ストファミリーを募集します。

医庭園　20家庭（各1～2名）

［亘＝画11月16日（木）～21日（火）5泊6日
9月29日　先着順

千
円

遊
二
耀
　
（
財
）
京
都
府
国
際
セ
ン

タ
ー

平
成
十
二
年
度
の
会
費
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
協
会

の
運
営
は
皆
様
の
会
費
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
会
の

運
営
や
活
動
を
活
発
に
す
る
た

め
に
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

激
叢個人
会
員
　
二
千
円

団
体
会
員
　
五
千
円

法
人
会
員
一
万
円

京
都
銀
行
…
宇
治
支
店
・
普

通

預

金

＝

6

7

8

4

5

9

両
京
都
信
用
金
庫
…
本
店
・

普

通

預

金

＝

9

0

7

7

2

5

＊
い
ず
れ
も
受
取
人
は
『
宇
治

市
国
際
親
善
協
会
』
　
で
す
。

中国伝統音楽を聴く

「琵琶演奏会」のご案内
中国の伝統音楽一琵琶－の音色を楽しみませんが？

今年度は当協会「啓発・研修事業」として、柴礼敏さん

による琵琶の演奏会を、宇治市日本中国友好協会との共

催で催します。多くの皆様のご参加をお待ちしています。

上海生まれ。幼少より音楽を学び、当代随一の琵琶演

奏者、林石城氏に師事、琵琶演奏者として幅広く活躍。

匡二＝二司平成12年10月27日（金）

1非．18：00～19：00

琵琶演奏会

匡二二亘二司パルティール京都　2Ｆ会場

医＝葦日部…無料

匝亘孝司平成12年10月5日（火）

※19：00から、2部「観月のタへ」として夕食会を開催

します（会費…6，000円）。1部、2部ともお申し込み、

お問い合わせは、当協会事務局（℡22－3141）まで。
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六
月
十
四
日
午
後
六
時
。
文
化

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
が
溢
れ
ん
ば

か
り
の
お
客
様
で
埋
ま
り
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
・
フ
ォ
ル
ッ
サ
市
の
音

楽
学
校
の
生
徒
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
合
唱
団
「
ク
バ
ン
ケ
イ
ッ

タ
ヤ
」
と
宇
治
市
の
混
声
合
唱
団

「
め
し
ど
き
」
、
宇
治
市
少
年
少
女

合
唱
団
と
の
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
が

始
ま
り
ま
し
た
。
地
元
合
唱
団
の

熱
演
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
　
「
ク
バ
ン

ケ
イ
ッ
タ
ヤ
」
　
の
演
奏
に
会
場
は

盛
り
上
が
り
、
最
後
に
ス
テ
ー
ジ

と
客
席
が
一
体
と
な
っ
た
童
謡

「
ふ
る
さ
と
」
　
の
大
合
唱
で
感
動

の
ス
テ
ー
ジ
が
終
了
し
ま
し
た
。
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事
の
起
こ
り
は
、
今
年
の
初
め
、

大
津
に
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
学

校
か
ら
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
フ
ォ

ル
ッ
サ
市
か
ら
合
唱
団
が
来
日
す

る
が
、
ど
こ
か
で
歌
わ
せ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か
…
」
　
こ
ん
な
依
頼
が

始
ま
り
で
し
た
。

十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
三
十

名
位
宇
治
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

ブ
、
少
年
少
女
合
唱
団
や
音
楽
連

盟
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

も
、
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
と

混
声
合
唱
団
「
め
し
ど
き
」
　
の
皆

さ
ん
に
出
演
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
に
か

か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
る
交
流

お
願
い
し

た
い
と
言

っ
て
こ
ら

れ
、
国
際

交
流
ク
ラ

そ
う
し
て
十
二
日
の
歓
迎
会
を

迎
え
た
と
こ
ろ
、
会
場
に
入
り
き

ら
な
い
程
の
お
客
さ
ん
で
、
大
盛

況
で
し
た
。
女
性
は
、
着
物
を
着

せ
て
も
ら
い
、
炭
坑
節
を
一
緒
に

踊
り
、
そ
し
て
琴
の
演
奏
を
興
味

深
く
聞
い
た
り
、
算
盤
や
折
り
紙

を
体
験
す
る
な
ど
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
の
中
で
、
楽
し
そ
う
に
日
本

文
化
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
お

に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
準
備
を

し
て
い
た
だ
い
た
ち
ら
し
寿
司
や

お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

十
一
二
日
は
、
久
保
田
市
長
を
表

敬
訪
問
し
た
後
、
太
陽
が
丘
の
食

堂
で
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。
恐
ら

く
初
体
験
で
あ
ろ
う
カ
ツ
井
や
ラ

ー
メ
ン
を
注
文
し
興
味
深
そ
う
に

食
べ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
市
内
の
観

光
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ

の

日

は

、

ホ

ス

ト

フ

ァ

ミ

リ

ー
の
家
庭
で
夕
食
を
取
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

解
散
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
交

流
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
同
士
で
集
ま
っ

て
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
を
開
か
れ
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
夜
を
過

ご
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

十
四
日
は
、
菟
道
高
校
を
訪
問

し
、
お
互
い
の
学
校
制
度
の
違
い

な
ど
の
意
見
交
換
を
し
た
り
、
音

楽
や
英
語
の
授
業
の
見
学
や
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
校
庭
で
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

皆
さ
ん
と
合
唱
団
の
交
流
の
演
奏

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
合
唱
団

の
メ
ン
バ
ー
も
年
齢
の
近
い
高
校

生
と
の
交
流
が
印
象
深
か
っ
た
の

か
、
演
奏
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
記

念
写
真
や
若
者
同
士
の
交
歓
で
大

変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
全
員
で
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
シ
ョ
ッ
プ
に
行
き
ま
し
た
が
、

中
に
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
好
き
で

な
い
の
か
、
隣
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
の
店
で
焼
き
そ
ば
を
注
文
す
る

人
も
い
た
り
で
、
突
然
、
大
勢
の

外
国
人
が
訪
れ
、
買
い
物
客
や
店

員
さ
ん
も

驚
か
れ
た

よ
う
で
し

た
が
、
日

本
の
生
活

の
体
験
の

一
つ
と
し

て
意
味
が

あ
っ
た
の

で
は
な
い

の
で
し
ょ

う
か
。そ
し
て
、
冒
頭
の
交
流
コ
ン
サ

ー
ト
を
迎
え
、
終
演
後
も
会
場
の

あ
ち
こ
ち
で
交
流
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
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こ
の
事
業
を
取
り
組
む
中
で
、

快
く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ん
や
朝
早
く
か
ら
歓
迎
会
の
準
備

を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
そ

し
て
琴
の
演
奏
や
日
本
舞
踊
を
は

じ
め
、
多
彩
な
特
技
や
技
能
を
お

持
ち
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
治
の
町
も
、
外
国
か
ら
の
お

客
様
が
訪
れ
、
滞
在
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
市
民
の
皆
様
が
主
体
と
な

っ
た
事
業
を
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

よ
り
実
り
の
あ
る
交
流
と
日
本
文

化
へ
の
深
い
理
解
に
繋
が
っ
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
中
学

生
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
訪
問
団
の

団
長
と
し
て
引

率
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

関
空
に
向
か
う

バ
ス
の
中
で
は

も
う
す
っ
か
り

打
ち
解
け
て
ワ
イ
ワ
ィ
、
ガ
ヤ
ガ

ヤ
。カ
ム
ル
ー
プ
ス
空
港
で
は
、
出

迎
え
の
方
々
に
も
臆
す
る
こ
と
な

く
堂
々
と
英
語
で
自
己
紹
介
を
や

っ
て
く
れ
た
の
に
は
感
心
し
ま
し

た
。翌
日
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
ど

も
た
ち
と
、
す
っ
か
り
仲
良
く
な

っ
て
い
る
の
に
も
又
々
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
「
お
互
い
人
間
同
士
。

言
葉
や
な
い
、
心
や
」
と
言
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
空
港
を

離
れ
る
時
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
抱
き
合
い
、
涙
を
流
し
な
が
ら

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
光
景
を
見

た
時
、
「
ほ
ん
ま
や
な
あ
」
　
と
心

か
ら
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験

の
で
き
る
機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
大
き
く
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（辻）
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